
あたらしい眼科 (1995.10) 12巻10号:1513～1517.

強度近視と網膜剥離

秋葉 純
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a・後ぶどう瞳を伴わないｂ､後ぶどう瞳を伴う

強度近視強度近視

図１強度近視の２つのタイプ
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表１強度近視にみられる網膜剥離の特徴
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Ａタイプ：後ぶどう瞳を伴わない強度近視

１）周辺部弁状裂孔による網膜剥離（40歳代）

２）網膜格子状変性内の円孔による網膜剥離（20歳代）

Ｂタイプ：後ぶどう瞳を伴う強度近視

１）黄斑円孔による網膜剥離（50歳代）
２）周辺部弁状裂孔による網膜剥離（40歳代）

図２網膜格子状変性に伴う牽引性の網膜弁状裂孔（tear）

変性の後極側に裂孔がみられる．
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分類し，それぞれにみられる網膜剥離の特徴について検

討したその結果，後ぶどう腫を伴わない強度近視（Ａ

タイプ)では，周辺部弁状裂孔(図２）を原因とする網膜

剥離が４６％ともっとも多く，年齢としては40歳代に多

かった5)(表１）．つぎに，格子状変性内の円孔によるも

のが39％と多く，これは２０歳代に多く認められた．こ

れに対して，後ぶどう腫を,伴う変性近視（Ｂタイプ）で

は，黄斑円孔による網膜剥離(図３）が４６％ともっとも

多く，とりわけ50歳代の女性に圧倒的に多かった`)．

ついで周辺部弁状裂孔が原因の網膜剥離が多く，また，

後ぶどう腫を伴わない強度近視ではまったくみられない

後極部弁状裂孔ど後ぶどう腫縁円孔による網膜剥離が特

異的にみられたと報告している．箕田8)もわが国で黄斑

円孔による網膜剥離が多い原因は，女性の後ぶどう瞳を

伴う変性近視が多いためであろうと推測している．

強度近視に伴う網膜剥離の年齢分布を検討すると，２０

歳代と４０～50歳代にピークをもつ二峰性となる!)．そ

れは，２０歳代では後ぶどう腫を伴わない強度近視(Ａタ

イプ）での格子状変'性内の円孔による網膜剥離が多く，

40歳代ではＡ，Ｂタイプとも周辺部弁状裂孔による網

膜剥離が多く，また５０歳代では後ぶどう腫を伴う変性

近視（Ｂタイプ）での黄斑円孔による網膜剥離が多いた
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図３黄斑円孔による網膜剥離

後ぶどう腫に一致する網膜剥離を認める．

めと考えられる．

、強度近視と網膜格子状変性

網膜格子状変性(図４）が網膜裂孔の形成および網膜剥

離と密接な関係にあることはよく知られている．すなわ

ち，網膜格子状変性巣内にはしばしば小さな萎縮性の円

孔（atrophichole）が形成される．また，網膜格子状変

性と硝子体は強く癒着しているため，硝子体が剥離した

,ときに格子状変性の後極側に牽引性の網膜弁状裂孔

(tear）が形成されやすい．

網膜格子状変性は若年時に形成が進み，中年以降，正

(14） Z５Ｚ４あたらしい眼科ＶＯＬ12,No.10,1995
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